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The fire drill including vulnerable groups in disaste r in the elderly-people institution is 
difficult virtually. It is necessary to perform an evacuation simulation beforehand, to consider 
refuge action, and to be well-known enough to a guide. In this paper, the nursing home of the 
unit type in the special elderly nursing home in which the high person requiring care lives also 
in an elderly-people institution is made applicable to examination, and an escape guiding 
method was examined by simulation.  Of course, evacuation time becomes short, so that care 
workers increase in number. However, when there are few care workers, it is effective if a care 
worker collects and acts.  
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Fig.1 Bird's-eye view of the simulation model 







Fig.2 Plan view of institutions 
 
Fig.2 に示すように，3 階フロアには周りを囲うよ








が 1.6m である．なお，バルコニーの通路幅は 1.5m
である. 













3 階の入居者は各室 1 名の合計 40 名，介助者は場






















占有する面積を半径 0.5m の円とした[6]． 
 
(3)避難速度の設定 



















設であり，2 階と 3 階が要介護者の入居スペースと



























1 名ずつ，Fig.4 の○印の箇所とした． 
 
(3)介助者の動き 




























予測時間は 475 秒（約 8 分）で，隣接区画 は 715
秒（約 12 分）となる．すなわち，火災発生ユニット
である 3A ユニットについては発生から 8 分以内に，

























Table 2 Tenant's number of composition members 
 車いす 自立歩行者 介助歩行者 
model A 29 6 5 
model B 20 12 8 
codel C 26 14 － 
 
Table 3 Number of care workers 
 介助者 
case 1 1 組 2 名 
case 2 2 組 4 名 
case 3 3 組 6 名 
case 4 4 組 8 名 
 





る．これらのことから，Table 3 のように，通常 3 階
にいる夜間介助者数 1 組 2 名を case1，この施設の 2
階の夜間職員も含めた人数 2 組 4 名を case2，各階に
1 名ずつ追加配置した場合の 3 組 6 名を case3，各ユ
ニットに 1 名ずつ配置した場合 4 組 8 名を case4 と
した．なお，本論文では，model A における case1















 入居者の構成を model A～C まで変化させたとき，
介助者数 case1～4においてどのような変化があるか
検討した． 
Fig.5 に示すように，どの case においても自立歩
行者の最も多い model B の条件での避難時間が一番
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Fig.5 Evacuation time by care worker formation 
 
(2)介助者数の違い 
Fig.6 に，介助者数を case1～4 まで変化させたと
きの，入居者構成 model A～C における変化を示す．
介助者数の増加に伴い，避難完了時間は短くなった．
model A, B, C を平均して case1-2 間で約 600 秒，



























Fig.6 Evacuation time by the number of care workers 
 
次に，活動限界時間が設定されている 3A・3B ユ
ニットまでの避難完了時間の結果を Fig.7 と Fig.8 に
示す．それぞれ限界時間は点線，一点鎖線で示され
ている． 
Fig.7 に示す 3A ユニットについては，どの場合に
おいても限界時間 475 秒を下回っているが，Fig.8 に
59 
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示す 3B については A-1 と C-1 の場合で限界時間
715 秒を超えている．このとき，取り残される入居








Fig.7 と Fig.8 に示す結果から，A-2 を例にとると，



























































Fig.8 Evacuation time to 3B 
 
(3)入居者の配置の違い 
 入居者数 model A-C の各場合において，入居者の
配置を①均等，②ランダム，③玄関側に車椅子避難
者を集めるという 3 パターンを考えた場合の避難時




















































case2 の場合では 3 階全員の避難完了時間に大き
な差はなかった．case ごとの避難時間を見ると，
case2-2 では 3A と 3B ユニットは同時刻に避難完了
するが，3A の避難完了時間が限界時間に近く，有効
な方法とはいえない. 
case3 の場合では case3-2 と case3-3 の 3 階避難完
了時間が case3-1 に比べ 1 分ほど短くなった．case
ごとに見ると，case3-2 は 3B と 3C ユニットがほぼ
同時刻に避難が完了した．このモデル施設は中央に
廊下があるため，3C は隣接区画ではないが隣接区画
が 2 つ想定される施設に有効と思われる．case3-3 は
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Fig.10 Evacuation time by escape guiding pattern 
 
case4 の場合，case4-1 に比べて他 3 つの case は 1
分半ほど 3 階避難完了時間が短くなった．case4-2 は
避難時間が一番短いが，3C ユニットが 3B よりも早
く避難が完了した．case4-3 は 3A ユニットの避難時
間も早く，3C の避難時間が大幅に短縮された． 
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